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呟き

女
と
し
て
生
ま
れ
て

　
　
　
　

鶴
の
渡
来
で
知
ら
れ
て

い
る
鹿
児
島
県
出い

水ず
み

市
は
、
長
男

の
嫁
の
故
郷
で
あ
る
。
春
に
な
り

鶴
が
北
へ
帰
る
頃
、
一
世
紀
ぶ
り

に
女
孫
が
わ
が
家
に
誕
生
し
た
。

二
七
〇
八
グ
ラ
ム
の
小
さ
な
命

は
、
健
や
か
に
恙つ

つ
が
な無
く
こ
の
世
に

生
を
う
け
た
。
瞳
を
大
き
く
見
開

い
て
。

　

女
と
し
て
生
ま
れ
て
五
十
七

年
、
三
人
の
男
子
を
産
み
、
二
人

の
男
孫
に
恵
ま
れ
、
今
初
め
て
女

孫
を
抱
く
。「
女お

な
ご子

は
生
ま
れ
つ

き
業ご

う

を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
お・

・な

ご・

と
言
う
と
よ
」
と
い
う
、
亡
母

の
口
癖
を
思
い
出
す
。
宿
命
の
よ

う
に
。
だ
が
私
は
性
別
が
女
性
で

あ
る
こ
と
に
、
何
の
違
和
感
も
困

惑
も
な
く
生
き
て
来
た
。
そ
し
て

積
み
重
ね
て
き
た
歳
月
を
、
有
難

く
あ
た
た
か
く
仕
合
せ
に
思
っ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
私
が
器

う
つ
わ

と
し
て
の
女
を

強
く
意
識
し
た
の
は
二
年
前
、
癌

に
因
っ
て
子
宮
、
卵
巣
、
卵
管
の

全
て
を
失
っ
た
時
だ
っ
た
。
可
笑

し
い
話
だ
が
、
そ
の
時
生
れ
て
初

め
て
、
私
は
女
で
あ
る
こ
と
を
ま

ざ
ま
ざ
と
理
解
し
た
。
夫
も
息
子

達
も
落
胆
し
た
け
れ
ど
、
当
の
私

に
涙
は
無
か
っ
た
。
唯
、
身
体
を

使
い
切
っ
て
女
を
全

ま
っ
と

う
し
た
と
い

う
爽
快
感
が
残
っ
た
。

　

女
性
の
卵
子
は
Ⅹ
染
色
体
の
み

で
、
男
性
の
精
子
に
は
Ｘ
・
Ｙ
の

両
方
が
あ
り
、
そ
の
組
合
せ
で
性

別
が
決
定
す
る
と
い
う
。
遥
か
昔

の
生
物
の
授
業
を
覚
え
て
い
る
。

何
か
一
つ
違
っ
て
も
繋つ

な

が
ら
な

い
。
人
が
一
人
誕
生
す
る
こ
と
が

奇
蹟
の
連
鎖
な
の
だ
。
女
と
し
て

生
ま
れ
て
、
こ
の
世
に
生
れ
て
来

て
本
当
に
良
か
っ
た
よ
。
こ
ん
に

ち
は
、
咲さ

ら良
ち
ゃ
ん
。

蓉
子

●  慢性閉塞性肺疾患（COPD）
　「慢性閉塞性肺疾患（COPD）」は 40
歳代頃から増え始めて、60 ～ 70 歳代に
かけての男性に多くみられる肺の生活習
慣病です。別名 “ タバコ病 ” と呼ばれる
ように、そのほとんどは喫煙習慣のある
人、あるいはかつて喫煙していた人です。
　たばこの煙を主とする有害物質を長
期間吸入すると、肺の広い範囲にわたり炎症が起こります。この炎
症によって気管支末梢や、酸素と二酸化炭素のやりとり（ガス交換）
を行う場所である肺胞は次第に破壊されていきます。
　通常、肺胞はゴム風船のように弾力性があるのですが、慢性閉塞
性肺疾患（COPD）の患者さんでは、これが伸び切ってしまったよう
な状態となっているために空気を勢いよく吐き出すことが出来ませ
ん。そのためガス交換が十分に行えず、酸素不足を起こして息切れ
が強くなるのです。
　主な初期症状は、“ 痰がからむ ”“ 咳が出る ” などといった、ごくあ
りふれた症状が息切れに先行して現れます。こうした症状は階段や
坂道で目立ちますが、病気が進行してくると会話や食事、ちょっと
散歩しただけでも息苦しくなることもあります。
　また、体内で発生した二酸化炭素をうまく排出できなくなり、血
液が酸性に傾くと頭痛や眠気を催すようになります。また、慢性的
な低酸素状態は肺血管の収縮を招きます。このことは心臓に大きな
負担となり、最終段階では心不全となることもあります。
　治療は何をおいても “ 禁煙 ” です。呼吸器リハビリテーションも効
果がありますが、これらの治療によってある程度症状が緩和しても、
肺を元通りに治すことは不可能です。
　喫煙習慣は肺癌の危険因子であると同時に、慢性閉塞性肺疾患

（COPD）の最大の危険因子でもあることも肝に銘じておかねばなり
ません。

姫野病院：松浦　緑郎
（健康管理士一般指導員）

健康よもやま話　�

八女市本町

井上　一子

　

親
友
が
育
て
し
新
鮮
な
品
を
頂
き
「
美
味
し
そ

う
！
そ
う
だ
調
理
す
る
前
に
絵
に
残
し
て
お
こ

う
」。
大
坪
先
生
の
指
導
の
元
、
絵
と
は
心
打
た

れ
感
動
し
、
記
憶
に
残
る
色
、
形
の
表
現
は
出
来

て
い
る
か
…　

入
会
し
描
い
た
枚
数
も
随
分
増
え

ま
し
た
が
、
満
足
い
く
作
は
何
枚
あ
る
か
な
？

　

下
手
で
い
い
か
ら
、
学
べ
る
事
に
感
謝
し
、
続

け
る
事
が
肝
心
だ
よ
ね
。

　

さ
あ
！
今
日
も
元
気
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

教
室
へ
出
掛
け
よ
う
。

（
翔
年
大
学
）

　

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
よ
り

今
、
男
性
の
参
加
者
が
少
の
う
御
座
い
ま
す
。

絵
に
興
味
あ
る
方
は
覗
い
て
見
て
下
さ
い
。

　

一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
！

健康万歳  ㉛　　アナタは「この薬」まだ服
の

み続けますか
　老人ホームに新しく入所してこられる方の多くが平均して１０剤ほどの薬
を持参されている。薬の中には飲まなくても良いものもある。特に老人では
他科受診が多く服用する薬も多いので作用も副作用も重複する。４剤位まで
が適当な気がしている。
　園ではクスリを粉末にして食事に混ぜたり、胃チューブを通したりして与
えられる。本人は薬の管理は出来ないが胃の中には確実に収まっていく。
　薬の副作用が新しい「薬原病」を造ることもあるが医師はそこまで教えて
はくれない。クスリが昼夜逆転や夜間の徘徊防止の目的で介護士さんの都合
により与えられることもあり、こんな場合症状を一層複雑にしてくる。
　しかし断薬や減薬は中々簡単にはいかない。症状の再燃や離脱症状がある
からかかりつけ医や薬剤師に相談するのが必要である。
　最近は医療に関する単行本や月刊雑誌など医療に関する本が店頭に目立
つ。健康志向が強くこれでは「命より健康」と皮肉られても仕方ない。医療
専門家でも意見が分かれ何を信じていいか解らなくなっている。今では「健
康病」と言う新しい言葉まで聞くようになっている。
　高血圧や高脂血症、糖尿病などの服用が長期になるが薬は予防のため症状
を抑えるだけで病気そのものが治る訳ではない。食事や運動を中心に喫煙・
飲酒の習慣、睡眠、ストレスなど生活の見直しの方が大切である。
　生活習慣病など「薬は一度飲み始めると死ぬまで飲まないといけない」と
確信めいた考えを持つ人は今もって多い。そのため肝臓・腎臓・心臓など主
要臓器に悪影響を与えることがある。症状が出たら取り敢えず休薬し、かか
りつけ医に相談することだ。時宜に応じて飲むのが「クスリ」で常時飲むの
は副作用が蓄積し毒になることもある。
　日本人は特にクスリ好き、食事をしなくてもクスリは忘れない。また高齢
者は検査基準値が若い者と違い高くなるのが当然だから直ちに薬の服用に結
びつけるのは考え物だ。　　　　　　　　　　　　林　栄一（立花町 ･ 医師）

野鳥ウォッチング　�
イカル

　イカルは山地に棲むアトリ
科の鳥です。くちばしの黄色
があざやかで、印象的な鳥で
す。
　 集 団 で 行 動 し「 キ ヨ ツ、
キョッ」と鳴きながら飛びま
す。

矢部村　栗原　浩暢

　「静」とは静御前（源
義経の妾・白拍子）のこ
と で、 静 御 前 が 一 人 で
舞っている姿を連想して
つけられた名である。
　花のように見えるのは
雄しべで、花弁はない。
花期は 4 ～ 5 月。矢部で
は林道や釈迦、御前岳登
山道脇の木陰に群生して
いるのを見ることができ
る。

黒木町　松尾　重根

矢部川源流・杣の里の四季　�
ヒトリシズカ（一人静）[センリョウ科]


